
  

  

 

 

 

組合員の皆様へ 
今年も早いもので、折り返しの 7月を迎えました。 

今年もすでに半年が経過し、夏本番を迎えようとしています。 

暑さも厳しくなってまいりますが、体調にはくれぐれもご留意ください。 

今後とも、皆さまのご意見・ご協力をよろしくお願いいたします。 

今月号も実習生の受入れや監理に関わる情報をお届けしておりますので、 

ご一読いただけますと幸いです。 

 

 

【技能実習生 ３号への移行、受け入れ人数枠拡大について】 

1 号から 2 号への移行では、技能実習生本人は技能評価試験の合格が必須条件であり、2 号から 3 号へ移行する場

合には、優良な実習実施者と監理団体であることが条件となります。 

 技能実習生の期間を 5 年満了する為には、3 号へ移行することが必須となり要件である「優良な実習実施者」の認

定について確認しておく必要があります。 

「優良な実習実施者」認定のメリットについて 

●技能実習期間を延長が可能 

技能実習期間の延長が可能となります。技能実習 3号へ移行する場合には、実習実施者の優良認定と技能実習生本人

が技能検定 3級等の実技試験に合格する必要があり、在留資格の移行が可能となった場合には、技能実習期間を最長

で 5年に延長することができるようになります。 

●技能実習生受け入れの基本人数枠が増やせる 

実習実施者と監理団体が優良であると認められた場合には、実習生を受け入れるための基本人数枠の上限が緩和され、

技能実習生を積極的に受け入れることが可能となります。※最大受入れ人数の上限はございます。 
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「技能等の取得等に係る実績」の配点が非常に高い」 

 

優良要件適合申告書で最も配点が高い項目は、「技能等の修得に係る実績」で最大 70点です。 

実習実施者には、技能実習制度の大目的である「技能の習得」を援助することが求められています。よって、技能

検定または技能実習評価試験に合格した技能実習生の人数が評価されるのは当然といえるでしょう。 

配点は、過去３技能実習事業年度における基礎級程度の技能検定などの学科および実技試験（受検対象は技能実習

1号）の合格率が 95％以上で最大 20点、同期間内における 2・3級程度の技能検定などの実技試験（受検対象は 3

級が技能実習 2号、2級が技能実習 3号）の合格率が 80％以上で最大 40点です。 

なお、技能実習事業年度とは、4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までを区切りとする技能実習に関する事業年度を指し

ます。 

さらに、過去 3 年間の 2・3 級程度の技能検定などの学科試験の合格実績（級で分けず、人数の合算）が 2 人以上

で 5点、技能検定などの実施に協力した場合に 5点が加わります。 

技能検定または技能実習評価試験の合格は、技能実習生が技能を習得した証しです。実習実施者は「技能などの移

転による国際協力の推進」という技能実習制度の目的を正しく理解することが求められます。 

 



 

 

オンライン申請で使用する写真データについて 

写真データの間違いを防ぐため、ファイル名を実習生の名前に変更願います。 

以下注意点もご確認ください。 

顔写真の条件 

• 顔写真のファイルサイズが５０キロバイト以下であること 

• 顔写真ファイルの拡張子が「.jpeg」又は「.jpg」であること 

• 申請人本人のみが撮影されたもの 

• 無帽で正面を向いたもの 

• 背景（影を含む。）がないもの 

• 鮮明であるもの 

• 申請の日前６か月以内に撮影されたもの 

※その他、画像加工・画像処理により、目を大きく見せたり、美白処理、顔パーツやほくろ、しわなどを修正

するなどして、本人のイメージを変えることは、いかなる場合でも不適当です。また、左右反転した写真は

不適当です。 

 

＊注意事項＊ 

 


